
医誌100号の刊行によせて

田中　乙雄

県立がんセンター新潟病院医誌は、1961年に創刊号が刊行され、それ以降毎年２～３回定期

的に発行を続け、今回100号が発刊されました。本医誌の刊行は当院にとって病院の機能向上.

充実にむけ大きな役割を果たしてきたものと思われます。

総目次は創刊号から第20巻までを1986年に臨時号として発行しており、このたびは、第21巻

から第45巻までを目次編、著者編、論文種類編に分けて作成し分割しての掲載となりました。

今回の発行分は最近の20年分の業績目録ではありますが、前回発行分を併せてみますと、当院

におけるがん治療の変遷を伺い知る事ができる大変貴重な資料になっていると思います。

本年１月当院は、都道府県がん診療連携拠点病院に指定されました。当院が県民から名実と

もにがん診療連携拠点病院として認められる為には職員が一致協力して努力する必要がありま

す。このため、本医誌のはたす役割が益々重要となってくるものと考えます。

終わりに、この46年間を通しで100号に達する医誌を営々と発行し続けて来た歴代の編集委員

の皆さんの並々ならぬ努力に、深甚なる謝意を表します。
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